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研究成果の概要：日本の初習外国語教育が、目標言語話者との出会いが差し迫ったものではな

い中で異文化間能力育成の結びつきを具体的にするには、「異文化間の気づき」能力の育成と実

際的評価が必要である。本研究では、異文化体験時の主観的記述を、自省と「異文化間の気づ

き」能力証明、将来的発展の道標として有機的に組織し、また評価対象として読む他者の存在

を想定した有機性も持たせるための指示文を備えた教材を日本人大学生向けに提案した。 

 
 
 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００７年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,500,000 450,000 1,950,000 

 

 

研究分野：外国語教育 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 (3005) 

キーワード：(1)異文化間能力(2)ポートフォリオ(3)言語バイオグラフィ（言語に関する自伝）

(4)フランス語(5)カルチュラル・アウェアス(6)異文化間の気づき(7)ジャーナル

(8)大学生 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）CEFR および ELP の国際的インパクト 
 欧州評議会現代言語部は、2001 年に『外国
語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共
通参照枠』(CEFR)を発表した。そのねらいは、
異なる環境で言語教育にたずさわる者同士
がより効果的な国際的共同作業を進め、異な
る言語能力資格の相互認定を容易にし、欧州
内のより活発な人的移動を保証することだ
った。CERF と合わせて提案された『言語ポー

トフォリオ』(ELP)は、学校教育の範囲に限
らず異言語・異文化体験を記録するための教
材で、各個人にとって、既得能力とその将来
的な発展を見つめる場としての機能と、既得
能力について公的な認知を受けるための履
歴書としての機能をもつ。 
 CEFR はあくまでも提案で「決定を先取りす
るものではない」にもかかわらず、欧州評議
会加盟国内に限らず日本の欧州語教育現場
でも、その例示的能力記述文が（象徴的）権
威的基準のように紹介された。ELP に関して
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は、CEFR による「聞く」「読む」「会話参加」
「話す」「書く」各能力ごと、A1～C2 レベル
ごとの例示的記述文の提示された、自己評価
用チェックシートとして受け止められるこ
ともしばしばである。 
 
（２）異文化間能力記述と ELP 目的の再検討 
 一方、欧州では、2001 年版 CEFR と現行 ELP
は 、 異 文 化 間 能 力 (Intercultural 
competence)について十分な認知に到達して
いないという議論が始まっている。この議論
において、異文化間能力とは、目標言語が話
される社会における文化知識や言語・非言語
を適切に使える社会言語能力ではない。現在、
欧州における異文化間能力に関する考察は
おおよそ二つの方向性で動いている。異文化
間の誤解や対立に対処する行動の観察デー
タを集積しようとする方向性と、学習者自身
に自文化、目標文化の主観的定義に対する内
的気づきを記述させる方法を検討する方向
性の二つである。CEFR は、前者については
A1̃C2 の段階別評価基準を伴ってはいないが
検討の対象となっている。しかし、後者につ
いては “Awareness（気づき）”という述語
の導入に反して、学習者の主観認知があいま
いである。問題となるのは、異文化体験時の
主観を自省的に捉え、言語表現化する能力で
ある。自文化、目標文化の主観的定義に対す
る内的気づきを異文化間能力のひとつに認
知するなら、ELP もその認知のしくみを備え
る必要がある。学習者による内的気づきの言
語表現化自体を能力証明とするなら、ELP は
その表現の場に相応しい。学習者自身による
主観的記述を増やすことで、ELP に約束され
た機能である「言語バイオグラフィー」の「自
伝」性を高めることができる。 
 
（３）日本の大学初習言語教育における文化
的目標の実際 
 日本の学校教育における外国語学習、とく
に英語以外の言語学習の目標は、目標言語話
者との出会いが差し迫ったものでない為も
あって、「異文化理解」や「視野を広げる」
という抽象的な理念に支えられるところが
大きい。とはいえ実際には、言語能力を少し
でも上の段階に運ぶことに時間を割き、目標
社会に対して学習者が持つ主観については、
将来的な渡航後の個人の問題として先送り
されている。「異文化間の気づき」育成、証
明のための道具開発は、国際的な研究の進展
に貢献するだけでなく、日本の大学初習言語
教育と異文化間能力育成の結びつきを具体
的にするはずである。 
 
 
２．研究の目的 
 

（１）「異文化間の気づき」の再定義 
 CEFR の異文化間能力への批判に関する論
文、各国で刊行されている ELP の異文化間能
力に関する項目を含め、先行研究をレビュー
し、また日本のフランス語学習者のデータに
即して、“Cultural Awareness（異文化間の
気づき）”に関する定義を再検討する。 
 
（２）異文化体験の主観的記述を促す指示
文・指標キーワードの検討 
 その上で、日本人大学生が異言語・異文化
文化との出会い・付き合いの中で主観を見つ
め、「視野の広がり」の内実を記述し、異文
化間能力の発展を自ら測るためのELP型教材
を考案する。体験時の主観の記述は、母語に
よる記述だとしても、白紙の日記帳が用意さ
れるだけで自動的に可能になるわけではな
い。学習者が書き手であり同時に読み手とな
って独自に進める教材には、自省と気づきを
うながす指示文や指標キーワード集を用意
する必要があるだろう。本研究の目的は、異
文化体験時の主観を自省的に捉え言語表現
化することを促す具体的な指示文と指標キ
ーワードを備えた教材の開発である。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）先行研究レビュー 
 外国語教育が責任を負うべき異文化間能
力の定義に関して、国内外の研究者の論文を
レビュー。当該研究者と各国の動向について
直接意見交換も行う。また、経験の「自省」
「内省」を促す方法論について、教育学分野、
社会学分野の論文をレビュー。それを踏まえ、
「異文化間の気づき」の再定義を行う。 
 
（２）教員自身による主観的記述の実験 
 外国語教員は、日常の仕事の中で自分の異
文化体験を語る機会を多く持つ。教員も、そ
れぞれの主観によって自文化・目標文化のイ
メージを構築しているに違いないのだが、正
統な情報提供者を自任し、教室で行う証言の
中には主観を交えてはならないと考えがち
で、なかなか主観を主観として自省する機会
を持たない。大学でフランス語を教える研究
代表者と連携研究者が、授業中に語ったこと
を記録し、その項目について自身の体験を振
り返り、記述し、またそれを交換して読み、
深めた方がいい点を指摘し合う作業から、有
効な指示文や指標キーワードを収集、整理す
る。 
 
（３）ジャーナル実験 
 （２）の結果を参考に、策定した指示文と
指標キーワードを、レイアウトを考慮して日
記帳形式の教材に組み込む。研究代表者およ



 

 

び連携研究者が引率するフランス語現地研
修旅行参加の大学生に試験的に導入し、結果
に即して改訂を行う 
 
 
４．研究成果 
（１）「異文化間の気づき」の再定義 
 先行研究レビューにより、また研究代表者
が過去の関連する研究の中で得た学生記述
のコーパスより、以下のように定義できる。
「異文化間の気づき」とは、エスノグラファ
ーとして目標文化を観察しながら、その観察
結果の内に自文化に根ざす視点を見つけ、そ
の視点について不特定の読者に向けてイン
フォーマントとして語ることのできる能力
である。能力獲得の過程で、異文化体験に関
する記述の中で、エスノグラファーである自
己とインフォーマントである自己の対話が
見られる。異文化体験の断片的な記録だけで
は不十分で、まず自分にとって、自省と能力
証明、将来的発展の道標として有機的に組織
されなければならないが、評価対象として読
む他者の存在を想定した有機性も持ってい
なければならない。 
 
（２）「内省」促す手続き 
 教育学分野、社会学分野の先行研究レビュ
ーにより、また上記研究の方法の（２）によ
り、ものごとを、多面的に見つめながら、自
ずと自己の認識の深まりと変革をもたらす
には、＜つづけ書き＞と＜読みかえし＞の繰
り返しが条件となる。さらに、主観を繰り返
し自省した軌跡としての有機的テーマを明
らかにする＜まとめ書き＞が必要である。 
 
（３）段階的に自省を促す指示文 
 2007年9月の実験結果を踏まえ改訂された、
（本研究における）最終版のジャーナルの構
成は以下とした。 
 ＜つづけ書き＞指示文：「フランスで、思
ったこと、感じたこと、気づいたこと」「ど
んな場面で？」「なぜ、私はその時、そのこ
とが気になったんだろう？」「その時の対象
までの焦点距離、私の視野：□街なみ、遠景、
□人々 は見えている、話の内容は聞こえない、□顔が
見えて話は聞こえているが、私は参加していない、□
私の参加したコミュニケーション」「左のページに書
ききれなかったら、こちらのページに続きを書き
ましょう。右ページから矢印で延ばしたり、工夫
して自由に使ってください。」 
 ＜読みかえし＞および＜まとめ書き＞指示文
（５日ごと）：「1. 現在のあなたの感じ方と合
うものに 3 を入れてください。：□フランス
やフランス人のある側面が見えた時、一方で、
何故自分はその側面を気にするのか考える
ようになった、□フランスやフランス人のあ
る側面が気になった時、別の見方はできない

か考えてみるようになった、□私の出身文化
の価値観が、私のフランスやフランス人に対
する視野を決定していると気づいた、□以前
のイメージとは異なる側面が見えた、□フラ
ンスは～、フランス人は～、と一般化して言
うことが難しくなった、□日仏の違いは、思
っていたより小さかった」「2.今日までに書
いたページを読みかえしてください。何が変
わったと思いますか。」「3.変わる前、あなた
はなぜ、そんな風に考えていたのだと思いま
すか。変わる前のあなたにアドバイスできる
としたら、何と言いますか。」「4.変わってい
ないのは、どんなことですか。」「5.それはな
ぜ、変わらないのだと思いますか。」 
 
（４）学生によるジャーナルの評価 
 90％の被験者が、「日記は、自分のイメー
ジの変化を自覚するのに役立った」「日記を
付けながら、以前のイメージや到着後間もな
く得たイメージを反省した」と答え、目標文
化の新しい側面の発見と、脱一般化に関する
ジャーナルの効果を認めた。しかしながら、
視点を規定するものの自省までは難しく、
「フランスやフランス人のある側面が見え
た時、一方で、何故自分はその側面を気にす
るのか考えるようになった」「私の出身文化
の価値観が、私のフランスやフランス人に対
する視野を決定していると気づいた」につい
ては、60%の賛成しか得られなかった。 
 
（５）ELP への貢献 
 本研究について発表および関係研究者と
の意見交換をする中で、本研究で考案した
「異文化間の気づき」を促す指示文が評価さ
れ、ヨーロッパで予定されている共同研究に、
日本の初習外国語教育のように目標言語話
者との出会いが差し迫ったものでない場合
の「異文化間の気づき」能力評価の重要性に
関する項目が取り入れられることになり、今
後新たに提案される ELP において、当該項目
の提案とともに本研究策定のガイドライン、
指示文が例示される。 
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